
2020年4000万人等の目標達成に向けた施策

観光庁

資料１



文化施設の観光活用①

美術館・博物館のポテンシャル
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○ 美術館・博物館は、訪日客の29％が訪れる集客力のある人気のコンテンツ。特に欧米豪は約６
割が来訪。

○ 国立の美術館・博物館は、多言語化やカフェ整備に取り組んだ結果、外国人来客数が拡大。

○ 国立劇場についても、伝統芸能の発信拠点として再整備するため改築の方向で検討。

（米エイコム社「テーマパーク・博物館インデックス2018」）

（綜合ユニコム社「月刊レジャー産業資料」）

東京国立博物館（常設展）の外国人来館者

国立劇場の再整備

ルーブル美術館 １０２０万人

中国国家博物館 ８６１万人

メトロポリタン美術館 ７３６万人

国立科学博物館 ２６６万人

国立新美術館 ２６１万人

東京国立博物館 ２１４万人

◆海外

◆国内（三大都市）

多言語解説端末の活用

（各年4～9月の来館者を同館が集計）
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体験型展示

◆国内（地方）

（綜合ユニコム社「月刊レジャー産業資料」、文化庁「都道府県立博物館に関する調査」）

金沢２１世紀美術館 ２５８万人

福井県立恐竜博物館 ９４万人

富山県美術館 ８６万人



文化施設の観光活用②
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○ 地域の美術館・博物館には、多言語解説や楽しめるコンテンツの整備によって、多くの外国人を集

客した事例がある。

○ 今後、地域の意欲ある美術館・博物館を観光資源として活用。さらに地方の美術館・博物館を核と

した観光まちづくりを推進。2020年度から順次25ヶ所程度の整備を推進。

見せる工夫

地域と連携した観光まちづくり

桜や新緑とともに楽しめる現代アート

世界一美しいと話題の
スターバックスを併設する美術館

館内から望む立山連峰

十和田（十和田市現代美術館） 富山（富山県美術館）

インスタ映えするアート作品

（出典：十和田市現代美術館HP）
（出典：とやま観光ナビHP）



日本博、文化財の地方展開

3

○ 日本博は、浮世絵、現代アート、歌舞伎など様々な分野にわたる文化芸術の祭典。

○ 「日本の美」を国内外へ発信する340件（※）のプロジェクトを、全国各地でオリパラ大会の前後に

分散して開催し、地方への誘客を促進。

これまでの取組

フリーア美術館の北斎展

【例】
・「スミソニアン協会フリーア美術館の北斎展」
⇒入場者 29,134人（うち外国人約6,000人）

・「リボーン・アートフェスティバル」（宮城県牡鹿半島、
石巻市街地）

⇒入場者のべ442,426人（うち外国人のべ6,194人）

今後の取組

伝統芸能のダイジェスト版を
多言語で公演

 国等が有する地域ゆかりの文化資産を各地域で展示

 オリパラ本番の2020年に日本博を一層充実

伝統的衣装・武具の着付け等
体験型コンテンツもさらに充実

地方博物館

貸出貸出

多言語対応・体験型展示多言語対応・体験型展示
「蘭竹図」

宮内庁三の丸尚蔵館→広島県

リボーン・アートフェスティバル
の屋外展示

※既に開催済みのものも含む。今後も増加予定。



国立公園の磨き上げ①

○ 訪日外国人の国立公園での満足度を向上させるため、①廃屋撤去・外観の整備・老朽化した

施設のリニューアル、②ビジターセンターの充実、③野生動物観光、④多言語解説、⑤グランピ

ング等の促進を実施。
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撤去前

民間導入を前提とした廃屋の撤去（三陸復興国立公園）

デジタルサイネージでのアクティビティ案内・予約

火山活動を解説するデジタル展示

○ 廃屋撤去を５箇所、 外観の整備を３箇所で実施

○ 今後、廃屋撤去を７箇所程度で実施予定

くろさきテラス（仮）

跡地活用イメージ

○ 18公園29ビジターセンターにおいて、デジタル

サイネージやデジタル展示等を整備



国立公園の磨き上げ②
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ナイトイベント（阿寒摩周国立公園） 地場産品等の提供 ～海女体験と海鮮焼き～
（伊勢志摩国立公園）

QRコードによる
多言語解説

○ 野生動物ツアーの開発を９件、見学者への

公開に向けた保護施設の改修を３箇所で実施

○ 今後、保護施設の公開に併せた、野生動物

ツアー形成予定

○ 20国立公園において、案内板等で多言語解説を整備

○ 今後、 34国立公園等を対象に、取組を加速化

（十和田八幡平国立公園）

グランピング（大山隠岐国立公園）



京都御苑、新宿御苑、皇居外苑、地方の国営公園
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○ 京都御苑では、最新技術を活用した歴史解説、由緒ある建築物のリノベーション、デジタルサイ
ネージを整備。

○ 新宿御苑では、来年３月下旬にスターバックスがオープン。また、最新技術を活用した展示を実施。

○ 皇居外苑では、桜田門や石垣等のライトアップを実施し、夜の新たな散策エリアを創出。

○ 地方の国営公園でもインバウンドの受入環境整備を推進。

オープン予定のカフェ（イメージ） 桜田門のライトアップ九條家ゆかりの茶室のリノベーション

京都御苑 新宿御苑 皇居外苑

地方の国営公園

Wi-Fiなどの受入環境整備（ひたち海浜公園） 古民家を活用したカフェ（みちのく杜の湖畔公園） 夜間イルミネーション（讃岐まんのう公園）



三の丸尚蔵館
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○ 約9,600点の収蔵品について、地方の博物館・美術館等への貸出しを拡充。

○ 機構・定員を増強予定。また、今年着工した新施設について、2022年の一部開館、2025年の全館

開館を目指す。（収蔵面積：980㎡→約4,000㎡、展示面積：160㎡→約1,300㎡）

狩野永徳「唐獅子図屏風」

⇒東京国立博物館へ貸出し

横山大観「輝く大八洲」

⇒茨城県近代美術館へ貸出し
「古筆短冊手鑑」

⇒石川県立美術館へ貸出し（予定）

高階隆兼「春日権現験記絵」

⇒京都市京セラ美術館へ貸出し（予定）

このほか
・東京藝術大学大学美術館
・京都国立博物館
にも貸出



開催地・ホストタウン（※）の受入環境整備

2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向けた取組

○ オリパラ開催を起爆剤として、①日本博、お祭り等を活用した地方への誘客促進、②開催地・

ホストタウンの受入環境整備、③レガシーの形成 に取り組む。

レガシーの形成

日本博、お祭り等を活用した地方への誘客促進

【観光地のバリアフリー化（偕楽園・茨城県水戸市）】【多言語対応（山口県萩市）】 【災害時の情報提供】

【地方への交通割引等も組み合わせたキャンペーン】
【オリパラ特設ウェブサイトを活用した情報発信】
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【竿灯祭（秋田）】

【城泊：大洲城】 【体験型ツアー（トレッキング）】

※ 開催地・ホストタウンは、全国で約450市区町村（2019年10月末時点）
エレベータの設置

【日本博：特別公演（沖縄「組踊」）】


